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青森県教育委員会では、平素 より記録保存のために発掘調

査並びにその報告書刊行など、埋蔵文化財の保護についての

措置を講 じてお ります。

このたび、浪岡バイパス建設事業の実施に伴い建設省東北

建設局青森工事事務所か ら委託を受けて平成 ６年度に当教育

委員会が発掘調査を実施 した南津軽郡浪岡町に所在する野尻

（４）遺跡の発掘成果がまとま り、 ここに報告書を刊行すること

にな りま した。

調査の結果、平安時代などの数多 くの遺構や遺物が出土 し、

浪岡町及び周辺地域などの本県の古代史を知 る成果が明らか

にな りま した。

この調査成果が、広 く文化財の保護 と研究に活用 され、ま

た地域社会の歴史学習や地域住民の文化財保護の意識の高揚

につながることを期待 したいと存 じます。

最後に、平素 より埋蔵文化財の保護に対 しご理解を賜 って

いる建設省東北地方建設局青森工事事務所並びに浪岡町教育

委員会 と、発掘調査の実施 と報告書の作成にあたり御指導、

御協力を賜った関係各位に対 しま して、厚 くお礼を申しあげ

ます。

平成 ８年 ３月

青森県教育委員会

教育長 松森 永祐





例 言

１ 本報告書 は、平成 ６年度に青森県埋蔵文化財調査 セ ンターが発掘調 査を実施 した南津軽郡浪岡町

に所在す る野尻 （４）遺跡の発掘調査報 告書で ある。

２ 本遺跡 は、平成 ４年 ３月に青森県教育委 員会 が編集発行 した 『青森 県遺跡地 図』 に遺跡番号２９０６

３と して登録 されて いる。

３ 本報告書の執筆者名 は 目次 に示 した。依頼原 稿については文頭 に記載 した。 なお 、「第Ⅴ 章第 １

節 「建物跡」 は、下記の通 り分担執 筆 した。

第 １，４～ ５，７～ ９，１２～１４，１７，２０～２１，２３～２５，２７～２８，３２，３４～３６，３８号建物跡 新 岡 巌

第 ２～ ３，６，１０～１１，１５～１６，１８～１９，２２，２６，２９～３１，３３，３７，４０～４２号建物跡 木村 高

※第３９号建物跡は欠番。

遺物 は、下記の通 り分担 した。

土師器 ・須恵器 新岡 巌

土器 ・石器 ・土製品 ・石製品 ・陶磁器 木村 高

鉄製 品 坂本 真 弓

４ 遺構 の うち、明 らかに竪穴住居跡 に伴 うと判断 され る溝、土坑、掘立柱建物跡 はセ ッ トと して と

らえ、全体 として 「建物跡」 と呼ぶ ことと した。 また、竪穴住居跡 を 「竪穴部」、溝を 「外周溝」、

掘立柱建物跡 を 「掘立柱部」 と呼称 した。

５ 各遺構 の呼称は、次の略記号を用 いている。

建物跡 （Ｈ）、掘立柱建物跡 （ＳＢ）、土坑 （土）、溝跡 （Ｍ）、井戸跡 （ＳＥ）

６ 挿 図の縮尺 は各図 ごとに示 した。 なお 、遺物写真の縮尺は不統一 である。

７ 各遺構 の規 模 については、それぞれ の最大値 を計 測 した。ただ し、 （ ） 内に は、残存部の数値

を示 した。

８ 建物跡 の竪穴部の計測については下記 の基準を設けた。

規模 は、原則 と して、 ４壁の中間点を計測箇所 と し、対峙す る ２壁 の各 中間点を結ぶ長 さを平均

壁長 と した。主軸方位は、かま ど袖部 の中央線 を基準線 と した。

床面積 は、壁の下端で囲まれた範 囲 （掘 り方面積）を プラニメー ターを使用 して計測 し、 ３回の

平均値 を用 いた。なお、一部分が検 出 され なか った場合は推定 面積 を、大部分が検出 されなか った

場合 は残存 面積 を計測 した。付随す る柱穴 や ピッ トについてはＰ１， Ｐ２， Ｐ３…の ピッ ト番号 を付 し、

計測表 にその深 さを記載 した。



９ 掘立柱建物跡の主軸 方位 は、梁行方 向 ・桁行方向の長軸 を基準線 と した。原則 と して柱穴 につ い

ては梁行方 向をＸ軸、桁行方 向を Ｙ軸 と し、それぞれＸ０Ｙ０、Ｘ１Ｙ１、 Ｘ２Ｙ２ の名称 を付 し

た。柱間寸法で、 メ－ トル法 か ら曲尺 に換算す る場 合は、 １尺 を３０．３ｃｍと した。

１０ 遺物の実測図や スク リー ン トー ンの表記については、凡例 を参照 されたい。

土器 の実測にあた り、 口縁部及 び底部が ４分の １以上残存す る場合は努めて図上復元 を試みた。

た だ し、割れ 口については省略 した部分 もあ り、実際の形状 とは若干異な るもの もある ことを予め

お断 りしてお く。 なお、遺物観察表の計測値で （ ）は、残存部 または推定 される数値 を示 した。

１１ 鉄製品の観察表 中にある 「磁石付力」 とは、実際に鉄製 品に磁石 をあて、その際の付着力を感覚

的 に表 した ものである。○ は付着す る もの、 ×は付着 しない もの、△ はやや付着す るが、磁石で持

ち上げ られ ない ものである。

１２ 資料 の鑑定及び同定、並 びに分析 につ いては、次の方々に依頼 した （順不同、敬称略）。

遺跡周辺の地形 と地 質 ・石器 の石質鑑定 青森県立板柳高等学校教諭 山 口 義伸

鉄器 ・鉄滓の金属学 的解析 岩手県立博物館専門学芸員 赤沼 英男

火 山灰の蛍光Ｘ線分析 ・須恵器 の蛍光 Ｘ線分析 奈 良教育大学教授 三辻 利 一

放射性炭素年代 測定 学習院大学教授 木越 邦彦

１３ 本書 に記載 した地形 図 （遺跡位置 図お よび周辺の遺跡 ）は、建設省国土地理院発行 の ２万 ５千分

の １及 び ５万分の １の地形 図を複写 した ものであ る。

１４ 遺構 ・遺物 の文 ・図中での表現 は、原則 と して次の様式 ・基準 に よった。

（１）遺構 番号は、一部 を除 いて発掘調査時の ものを用いて いる。

（２）遺構内堆積 土の注記 は、「新版標準土色帖」 （小 山正忠 、竹原秀雄 １９８７） を用 いた。

（３）遺物には観察表 ・計測値 を付 し、 出土地点、法量及 び諸特徴を一覧で きる ように した。

１５ 引用 ・参考文献については本文末 にお さめた。文中に引用 した文献 については、著者名 と西暦年

で示 した。

１６ 出土遺物 ・実測図 ・写真等 は現在、青森県埋蔵文化財調査 セ ンターで保管 している。

１７ 発掘調査及 び本報告書の作成にあた り、次の諸氏か ら御教示、御指導を受けた （敬称略、順不同）。

井上雅孝 宇部則保 小 山彦逸 木村浩一 工藤清泰 榊原滋高 佐 々木浩一 鈴木徹

瀬川滋 仙庭伸 久 田中寿 明 豊田宏 良 長尾正義 中田書矢 羽柴直人 半沢紀 福 田友之

村木淳
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第Ⅰ章 調査に至る経過と調査要項

第 １節 調査に至る経過

浪岡 バイパ ス建設事業 に係 る発掘調査は、平成 ４年度 の山元 （３）遺跡 を皮切 りに、平成 ５年度 の

山元 （２）遺跡、野尻 （２）遺 跡、平成 ６年度 の高屋敷館遺跡、野尻 （２） ・ （３）、野尻 （４）遺

跡 と継続 してきた。

当初の予定 では、平成 ５年度に青森県教 育委員会 が発掘調査を実施 した山元 （２）遺跡の未調査分

２，５００平方 メー トル及 び隣接す る山元 （１）遺跡 の１０，３００平方 メー トル の合計１２，８００平方 メー トルの

発掘調査 を実 施す る予定で あった。

ところが、 ４月当初の現地踏査の結果、調査予定地 内に未買収地があ り、かつプ レハブや駐車場用

地の確保 が困難で ある ことが判 明 した。そ のため、原因者であ る建設 省青森工事事務所 と県教育庁文

化課 と協議 を重ねた。

その結果 、山元 （２）、山元 （１）遺跡 の発掘調査を次年度以降に先送 りす ることと し、平成 ４年

度に青森県教 育委員会が試掘調査を実施済みで 、遺跡 の状況が把握で き、発掘調査 に支障がない野尻

（４）遺跡 の発掘調査に着手す ることとなった ので ある。

第２節 調査要項

１ 調査 目的 浪岡バイパス建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する野尻 （４）遺跡の

発掘調査を行い、その記録保存を図 り、地域社会の文化財の活用に資する。

２ 調査期間 平成 ６年４月１８日から同年１１月２５日まで

３ 遺跡名及び 野尻 （４）遺跡 （青森県遺跡番号 ２９０６３）

所在地 青森県南津軽郡浪岡町大字高屋敷字野尻 ９－１４、外

４ 調査面積 １９，８００平方 メー トル

５ 調査委託者 建設省東北地方建設局青森工事事務所

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

－ １ －



８ 調査協力機関 浪岡町教育委員会 中南教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員 村越 潔 弘前大学教授 （現 青森大学教授） （考古学）

調査協力員 蝦名 俊吉 浪岡町教育委員会教育長

調 査 員 市川 金丸 青森県考古学会長 （考古学）

〃 高島 成侑 八戸工業大学教授 （建築史）

〃 新谷 武 青森県立浪岡高等学校長 〔平成 ６年 ７月 死去〕 （考古学）

〃 山口 義伸 青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

総括主幹 ・調査第三課長 鈴木 克彦 （現 総括主幹調査第二課長）

主 査 新岡 巌

主 事 木村 高

調査補助員 中村 行酉 鈴木 義智 虻川 美奈子

－ ２ －




